
今回の指導要領の改訂で、小・中の社会科

の教科書がどのように改訂されたか、いくつ

かの視点を挙げて述べることにする。

１．教育内容厳選
教育内容厳選の視点として７項目が上げら

れているが、社会科として特に関連の深いも

の２項目を挙げると、

① 実際の指導において、単なる知識の伝

達や暗記に陥りがちな内容を削除する。

② 学校段階における重点の置き方に一層

の工夫を加えるなどして、各学校段階間

または各学年間で重複する内容について

は、できるだけ精選を図る。としている。

①については「中学校の地理における諸地

域の産業等の詳細かつ網羅的な学習、歴史に

おける各時代の文化史。

②については、わが国の歴史に関する学習

などは繰り返し学習する効果もあるが、小学

校と中学校とで通史を二度行わないようにす

ることが、それぞれ例示されている。

２. 内容の削除・移行等
内容の削除・移行等はどのような意図で行

われたか。社会科においては次のような考え

方に立って行われてきている。

＊網羅的で知識の記憶に偏った学習になら

ないよう、指導内容を基礎的・基本的事

項に削減・重点化すること。

＊高度になりがちな内容は、上の学年や学
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校段階に移行・統合、または削除する。

＊各学校において地域に関する学習が弾力

的に行えるよう、小学校第３・４学年の

内容を弐学年にまとめて示すこと。

＊各学校が地域の実態や児童生徒の興味・

関心等に応じた指導が一層充実するよう、

事例等を選択できるようにする。

以上の趣旨のもとに「削除」「移行・統合」

「集約・統合」「選択」といった方法がとられ

ている。具体的には、

「削除」 社会科の学習内容から削除するこ

と。

「移行・統合」 内容を弐学年にまとめて示

したり、関連して指導する方が効果的な内容

をまとめたりすること。

「選択」 学習の事例や対象を、複数のうち

から選択して学習できるようにすること。

３. 改定の考え方と新社会科像
教育課程審議会の答申をふまえ、次のよう

な視点を重視して各学年の目標や内容の改定

が行われている。

＊児童・生徒が、地域社会や我が国の国土

や歴史に対する理解と愛情を一層深める

とともに、世界の人々とともに生きてい

くことが大切であることを自覚できるよ

うにすること。

＊社会的事象に関心をもち、公正に判断で

きるように各学年の発達段階に応じて、

観察・調査したり、各種の資料を活用し

たり、調べたことことを表現したりする

とともに、社会的事象の意味や特色など

を考える力を育てるようにすること。

以上のことからもわかるように、社会科の特

色として、

①国際社会に生きる日本人を育てる社会科。

②覚える社会科から、調べて考える社会科。

③調べ方、学び方の習得を重視する社会科。

④地域の実態に密着した特色ある社会科。

ということができる。

４. 具体的な内容の改定について
（1）小学校

小学校３・４の教科書が、移行・統合とい

う形で合本になっていることが一番大きな変

化といってよいであろう。改定前は他の教科

書と同じように３学年上巻・下巻。４学年も

上巻・下巻であったものが、これを３学年と

４学年の2年間で３・４上巻、３・４下巻の

２冊に合本と大きく改定になった。頁数から

のみ比較すると、Ａ社が80頁、Ｂ社が51頁に

減少している。紙面の数だけで内容の削減を

みることはできないが、内容の削減と高学年

への移行が多いことを示している。さらに詳

細に見てみると、旧３年の上巻と新３・４上

巻の学習内容はほとんど変化がない。新３・

４の下巻は、従来の３年下巻と４年下巻の他

に、５年で取り扱っていた「伝統的産業」が

入り、「いろいろな土地の暮らし」が５年に

移行している。担当学年の教師が指導要領の

趣旨や単元のねらいをよく検討して指導しな

いと、混乱を起こしかねない。

５年も４年への移行と中学校地理分野への

移行、「運輸業」の削除などがあり、若干の

内容軽減がみられるほか、編集の仕方に旧教

科書とは多少の違いがみられる。上巻は新旧

ともに「食糧生産」と「工業生産」に終始し

ているが、「食糧生産」では記述が「米作り」

と「水産業」を重点的に取り上げ、野菜・果

物・酪農については、Ａ・Ｂ社ともに簡単な

産地の分布図を入れてあるだけである。指導

書では、「米のほかに、野菜・果物・畜産物・

水産物などがあり、国民の食生活は様々な食

糧生産によって支えられていることを調べる。」

という文言があるので、米と水産物だけでは

記載上片手落ちの感がある。水産物を扱うよ

り野菜や果物を扱った方が良い地域の教師が、

米作りと同じ追求の仕方で学習させてくれる

ことを期待したいところである。

また一方では、旧４年で扱っていた「地形

や気候条件からみて特色ある地域の人々の生

教育研究所紀要 第11号
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活」が５年に移行している。従来だと土地条

件の異なる地域が２箇所、気候条件の異なる

地域が２箇所ずつ記載されていたが、今回の

改定ではＡ・Ｂ社とも気候の異なる地域（暖

かい地域と寒い地域）を残し、土地条件に特

色のある地域（高原・低地）を紙面から削除

している。これも「自然環境に適応しながら

生活をしていることを具体的に調べる。」と

あるので、土地条件の異なる地域を２箇所と

も除くのは片手落ちである。低地（輪中）高

原（野辺山原）についても、国内の特色ある

地域として小学校の児童に覚えさせておくこ

とは、日本の国土全体の学習をさせる前段階

で、国土の特色として「点」で位置付けて置

く重要な要素であるはずである。これは地域

に即して選択するという性格のものではない。

特に野辺山原（または嬬恋）の高原野菜の栽

培については、霜の降りない５ヶ月ほどの間

に、朝晩冷え込むという高原の気候の特色と、

寒い時間帯のある（日格差が大）方が硬く捲

くという結球野菜の特色を結び付けて、グリー

ンボール（キャベツを小型化して葉を柔らか

くしたもの）を生み出した農家の努力と工夫

を学び取ることができる地域である。（輪中

については紙面の都合上割愛したい）教科書

から外れたから取り扱わないということのな

いように担当学年の教師は注意したいもので

ある。

公害の取り扱いについては、従来工業生産

の学習の続きに位置付けられていたものが、

「公害から国民の健康や生活環境を守る事の

大切さを調べる」に包含され「環境を守る」

という単元に統一された。Ｂ社では水産業の

最後に、漁師が山に入って植林するという記

述があるが、こうした内容は環境問題を解決

するひとつの有力な事例として、今後充実を

図る必要があると考える。

６年の歴史学習についてはコラム形式のも

のが充実され、説明も分かりやすくなってき

ているが、本文と写真資料については大きな

改定は少ないようである。巻末の「地球の環

境と平和」は新社会科像にうたわれている精

神がよく反映されるところであるが、国際紛

争については中途半端な扱いになる心配も予

想されるので、中学校の歴史の関連部分に移

行して、小学校では環境保全について重点化

してはどうかと考えている。

（2）中学校

改定前の教科書はＡ５版であったものが、

改定後はＢ５版と大きくなり、全頁総てカラー

刷りになった。内容はともかくたいへん見易

くなり、生徒の興味・関心もかなりアップし

ていることは間違いない。写真ばかりでなく

図表やグラフも非常に分かり易くなり、学習

効果も大いに期待できるものである。

反面、紙面数だけでは内容について云々で

きないが、Ａ社の地理が６４％（本文ページ

のみ）歴史が６５％、公民が７３％に圧縮さ

れている。Ｂ社の地理が８４％、歴史が７３

％、公民が８７％でこれもかなりの圧縮であ

る。これはあくまで紙面数の問題であって全

文を読み比べての比較ではないが、教科書が

大きくなっても写真資料や図表の占める割合

が大きくなっているし、文字のポイントも変

化がないので、概括して頁数の減少した分だ

け本文が圧縮されたことにもなりかねない。

もうひとつの大きな変化は地理の教科書で

ある。改定前は世界の国々に関する記述が全

半にあり、Ａ社が131頁、Ｂ社が115ページの

紙面を確保していた。ところが改定後はＡ社

が５８％、Ｂ社が４７％に大幅縮小した。取

り扱い方も改定前は内容的にも、解説の仕方

もかなり詳しく、まさに網羅的な記述であっ

たのが、（高校の教科書的な記述に近かった

が）かなり平易にわかりやすく改定されてい

る。これは大きな改善である。しかもＡ社は

［である。］調から［です。ます。］調に改め

られている。

歴史・公民においても、両社とも紙面が70

～73％に圧縮されており、両社の歴史は、前
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述のようにイギリスの産業革命、フランスの

名誉革命。アメリカの独立など、外国に関す

る記述を大幅に削減している。

公民についても同様のことが言えるが、移

行・統合している部分がかなり見受けられる。

５. 教科書とは
以上、たいへん大雑把に小・中学校の改定

前と改定後の教科書について自分なりに見て

きたが、一口に言って紙面の削減は見られる

ものの、果たして内容の削減まで完全にでき

たかどうか疑問に思われるところである。む

しろ記述が簡単になった分だけ教師が隙間を

埋めていかなければならないのである。3776

Ｍの富士山に登るべきところを、2702Ｍの白

山で済ますわけには行かないのである。内容

の削減は容認されても、質や度合いの低下は

許されないのである。もともと教科書の中身

をどれだけ徹底させることができるかは、

（基礎学力の定着が図れるかは）教師の教材

研究の深さに比例するものであり、教科書の

善し悪しで児童生徒の学力が決まるものでは

ない。私は教科書は米飯であり、お菜は教師

が調理して米飯を美味しく食べさせることが

教師の仕事であると考えている。毎回味噌汁

と漬物と干物だけでは児童・生徒は飽きてし

まい、食欲が出てこない。つまり意欲的に学

習する気が起きないのである。生きのいい刺

身や温かい天ぷらを食べさせるべく、教師が

資料を収集し、分析し、開発して、喜んで取

り組むよう工夫と努力を惜しまなければ、児

童・生徒はもっと食べたい。（もっと調べた

い。）と言い出すに決まっている。教科書の

質や度合いを云々するまえに、指導要領を熟

読して、教科書の行間に潜んでいる社会的事

象の意味を、教師がまず正しく掴み取ること

が先決ではなかろうか。それに力を傾注する

ことに徹すれば、教師自身が自信とゆとりを

持って学習指導ができるし、児童生徒の学習

活動をより楽しく豊かなものにできると信じ

ている。

教科書は、教師が教材研究するための「よ

き叩き台」と考えて取り組むべきではなかろ

うか。
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